
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

2,457,400 2,457,400

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

観光施設駐車場舗装事業 古座川町 1,900,000 1,900,000 2,531,100

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

地域包括支援センター設
備整備事業

古座川町 2,457,400



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

地域包括支援センター設備整備事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

古座川町第5次長期総合計画（2020-2024）
基本目標Ⅰ　田舎でも安心の福祉サービス　③高齢者福祉の充実

要介護認定を受けていない高齢者に対する介護予防策として、地域支援事業を実施し、総合的な介護
予防システムの定着を図る。特に今後増加が見込まれる認知症高齢者に対し、予防や介護、理解など正
しい知識を広め、支援体制の強化を図る。また、地域包括支援センターを核に、介護予防ケアマネジメン
トや総合相談、権利擁護等を行う包括支援事業を推進する。

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 古座川町

交付金事業実施場所 和歌山県東牟婁郡古座川町川口 地内

交付金事業の概要

ガソリン車両２台の購入
地域包括支援センターは、介護・医療・保健・福祉などの側面から高齢者を支える「総合相談窓
口」であり、「相談支援事業」「介護予防事業」を主要施策としています。令和３年度より当セ
ンターを町直営とすることから、各地区への戸別訪問等を実施するために必要となる車両を新規
で整備しました。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度

地域包括支援体制の強
化および高齢者福祉

サービスの充実
-

達成度 % -

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

成果実績 件 -

目標値 件 -



うち文部科学省分

うち経済産業省分

果実績
交付金事業の定性的な成果及び評価

本交付金を活用し、主要施策にある地域包括支援センターを中心とした、介護予防ケアマネジメントや総
合相談、権利擁護等を行う包括支援事業の充実につなげることができました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

達成度 % 100

ガソリン車両２台の購入

活動実績 台 2

活動見込 台 2

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

総事業費 2,457,400 0 0

交付金充当額 2,457,400

地域包括支援センター車両の購入 指名競争入札 池田モータース（古座川町） 2,457,400

2,457,400

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 2,457,400

交付金事業の担当課室 古座川町健康福祉課

交付金事業の評価課室 古座川町総務課



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

観光施設駐車場舗装事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

古座川町第5次長期総合計画（2020-2024）
基本目標Ⅳ　癒しと活力いっぱいの古座川タウン　③観光・交流事業の振興

古座川町観光協会を中心とし、町民及び事業者との協働のもと、温泉等の既存観光・交流拠点の充実を
はじめ、ハイキングルートや古座街道、道の駅を活用した各種観光・交流イベントの内容の充実を進める
とともに、町内観光・交流資源のネットワークづくりを推進する。

事業開始年度 令和２年度 事業終了年度 令和２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 古座川町

交付金事業実施場所 和歌山県東牟婁郡古座川町 相瀬 地内

交付金事業の概要
主要施策にある、既存観光・交流拠点の充実を図るため、古座川町の観光施設である一枚岩公園
駐車場において、老朽化により残存しているインターロッキングブロックの撤去と張りコンク
リート舗装を行いました。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和２年度

張りコンクリート舗装を
行い、観光客の安全性
の確保および利便性の
向上を図る。

-

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

成果実績 件

目標値 件



うち文部科学省分

うち経済産業省分

果実績
交付金事業の定性的な成果及び評価

本交付金を活用し、老朽化による観光設備の充実が図られ、観光・交流事業の振興につなげることがで
きました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ２年度

達成度 % 100

観光施設駐車場の舗装

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和２年度 年度 年度 備考

総事業費 1,900,000 0 0

交付金充当額 1,900,000

インターロッキングブロックの撤去
及びコンクリート舗装

指名競争入札 中居建設（古座川町） 2,531,100

1,900,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 2,531,100

交付金事業の担当課室 古座川町地域振興課

交付金事業の評価課室 古座川町総務課


